
２０２３・１１・１９ 「九条の会・おおさか」講演会 報告 
 

１１月１９日、「九条の会・おおさか」講演会は久しぶりのリアルのみの開催となり、各地の九条の会から１

５０人がエル大阪に集いました。 

 

司会は「九条の会・豊中いちばん星」。開会挨拶は「九条の会・おおさか」「おおさか女性９条の会」よびか

け人の石田法子弁護士。閉会挨拶は「九条の会・おおさか」「大阪医科歯科九条の会」よびかけ人の歯科医・中

村新太郎さん。ケイ・シュガーさんが平和・いのちを歌い上げ、枚方市「エントツ山９条の会」・大阪市「中央

区９条の会」・「茶山台九条の会」がとりくみを報告。 

 

「九条の会」世話人の池田香代子さんが記念講演をおこないました。 

 

「“世界がもし１００人の村だったら”から２０年～いまこそ憲法９条の出番」  

池田 香代子 さんの講演 

 

パレスチナは日本と繋がっている 

久しぶりの大阪、女性のファッションがちょ

っと過激と気づきました。そして大阪の過激な

一つのゴミ却場のデザイナーは、私が訳した

「ソフィーの世界」の表紙デザイナーなので

す。ですから、ゴミ焼却場を見たら「ソフィー

の世界」の池田佳代子を思い出してください。 

もう一つゴミ焼却場から思うのは、ガザで

す。ガザのゴミ焼却場は私達の税金、日本の

ODA でつくられた。ゴミ焼却場だけではあり

ません。下水道とかも。ODA 担当者が頑張っ

て現地の方々と協議して、1 人 1 人の外交官の

志もすごく反映してるんです。 

パレスチナの東京にあるのは代表部と言って

大使館ではない。だけど日本と繋がっている。

日本の ODA、つまり私たちの税金で学校建

設、食料支援、下水道やゴミ焼却場をつくって

きた。それをイスラエルが壊しています。私達

の税金で作ったものを壊しています。日本政府

と抗議するべきなのにまったくしない。 

 

イスラエル最大の新聞は無料！！  

イスラエルに私が信頼している新聞がありま

すが、発行部数は実に少ない。イスラエルで、

もっとも読まれている日刊新聞は、無料でしか

も大変なページ数です。そのお金を出している

のは、アデルソン、カジノ産業です。極右翼。

アデルソンはトランプの大口の支援者の 1 人で

すね。その世界の富豪ランキング何位とかの人

がイスラエルに肩入れしてるんです。私達にな

じみの深い企業、マクドナルド、スターバック

ス、ディズニーなども寄付しています。 

イスラエルは西岸地域のパレスチナ人からど

んどん土地を取り上げて入植して、入植地に新

興住宅街を作る。そしてサンズ、スターバック

ス、マクドナルドや、ディズニーが公民館を寄

付したり、幼稚園寄付したり、小学校寄付した

りするんですよ。 

ユダヤ人ってそんなに好戦的だったの？と、

思ったりしますけれどもそんなことないんです

よ。ユダヤ人は故郷を追われてから、いろんな

国に生活したわけで、誰よりも多様性を重んじ



る人々だった。誰よりも平和にみんなで行きま

しょうよという人々だったんですよ。それなぜ

好戦的な人々になったのか、皆さんと一緒に考

えられればいいかなって思います。 

 

「第２の人生」を９条のために  

九条の会ができたのが 2004 年。来年は 20 周

年、よく頑張りました。 

20 年前と言えば、皆さん定年を控えて第 2 の

人生のいろんな夢を見て、まだ元気でやる気

満々でした。そこに「九条の会」事務局長の小

森陽一さんは目をつけた。そういう人々を組織

して死ぬまで働かせようと。団塊の世代をがっ

ちりと９条のために組織するっていうのが目論

見だったわけ。どうすれば若い人にね、振り向

いてもらえるかとか、組織を若作りしようとか

も思った方がいいけれど、私達は身の丈に合っ

たことをして、それで、死ぬまで働けばいいん

です、でございます。 

でも、ウクライナ戦争といい、ガザ攻撃とい

い、こんな 20 年目を迎えるとは、思っておりま

せんでしたね。歴史の時計が 100 年、逆戻りし

てしまったような、あんまりです。 

 

「１００人村基金」をつくったきっかけは中村

哲さん  

「世界が１００人の村だったら」が出たのは

2001 年の 12 月。2001 年といえば「911」で

す。私、91１が起こるまで、意識低い系だった

んです。911 が起きて、アメリカはすぐにその

首謀者、首謀者かもしれない人を匿っているか

もしれないから、アフガニスタンに報復攻撃す

るんだ、と言いました。意識低い系の私でも、

発展途上国では人口の大部分が 14 歳以下の子ど

もだということぐらいは知っていました。その

子どもが怪我する、何とかしなきゃと思った。

思っても、意識低い系ですから何をどうしたら

いいかわからないんです。 

そのときに小説家の井上ひさしさんが、中村

哲さんの講演会に誘ってくださった。水路や療

養所を作りましたという報告をして、寄付を呼

びかけられました。 

「あっそうか」、私にもできるものがある。

「１００人の村」を本にしてその印税を中村先

生に使っていただこうと思ったのが、100人の

村が生まれたきっかけです。 

おかげで印税が 1 億円を突破したんです。と

ころが税金に４割とられました。あとの６００

０万円で「１００人村基金」をつくって、中村

先生には 100 万円受け入れていただき、お近づ

きになったわけです。最後にお会いしたのは、

お亡くなりになる三、四ヶ月前。「もういつ死

んでもいいんだ僕は」「運河の写真入り図面付

の本を現地の言葉にも翻訳して出すんだ」と。

それが最後の本で、もう、大丈夫という体制に

されて逝かれた。 

「１００人村基金」はいろんなところで使っ

ていただいて、一つ一つに、物語があるんで

す。アメリカの若者 5 人ぐらいのグループにも

100 万円ぐらい使ってもらったんです。２００

５年は、まだガザがイスラエルの占領下でした

が、占領軍は、建物の上にある給水タンクを面

白半分に打つんです。電気も水道も全部イスラ

エル側の手にあって、日に何時間かしか電気も

水道も来ない。で、水が出る間に、タンクに上

げておいて、それで使う。タンクは命綱。 

それに頭にきたアメリカの若者たちが、イス

ラエル兵が壊しから片っ端から修繕しようって

いうことやり始めたんですね。私、タンク 100

個分のお金をそこに送りました。そしたら、お

金を出した人にはそのタンクに何か好きなこと

を書いてもらうことになってると言ってきたの

で、英語で「世界がもし 100 人の村だったら」

って書いてもらいました。それが 20 年近く前で

す。もう一つも残ってないんじゃないですか。 

 

 



実効的な力を国際司法裁判所に  

イスラエルのやることって、全てが国際法違

反です。国際法って、国際司法裁判所ができて

からは裁かれるようにはなったけれども、従前

の条約違反とかは違反だと言い立てることはで

きても、それ以上は何にもできない。刑事裁判

所っていうのはすごく大きな一歩だとは思いま

す。けれども、国家ぐるみでやってる国際法違

反って、さばけないんですよ。 

だって裁こうとしたら、まずアメリカがベト

ナム戦争で裁かれます。いろんな国が裁かれま

す。だから、実効的な力を国際司法裁判所にな

かなか与えないわけです。国連憲章に違反し

て、国連決議に違反しても今までイスラエルと

いう国が運営されてきているのには、後ろ立て

にアメリカがついているからですよね。 

 

犠牲になっている人の側に立ちたいだけ 

ガザ問題では、世界中でデモが起こっていま

す。私もデモやスタンディングとかに参加する

んですけれど、パレスチナを応援する気もない

し、反ユダヤとかイスラエル人はけしからんっ

ていう気もない。だって、イスラエル人＝ネタ

ニヤフではないし、パレスチナ人＝ハマスでは

ない。ともかく犠牲になっている人々の側に立

って、この状況は許せないと言いたいわけで

す。 

ところがドイツでは大変で、少しでもガザの

肩を持ったりすると、反ユダヤ主義なんじゃな

いかって批判されちゃう。リベラルならリベラ

ルであるほど、ずっとイスラエルの側に立って

しまうような変なことになってる。ドイツ人

は、ナチスの経験があまりにも大きく、イスラ

エル批判に躊躇してしまうっていうところがあ

るかもわからない。けれど、ちょっと頭冷やし

てほしいなと思います。 

 

日本こそが仲介役になれるのに 

日本は最初申し上げたように、その下水道と

かゴミ焼き場とか、日本の技術で作ってたんで

すよ。パレスチナだけではなくアラブ諸国と

も、何とかいい関係を保っていたんです。それ

は日本が 90%の化石燃料を、あの地域に依存し

ているから、アメリカが何と言おうが、中東政

策だけは独自の立ち位置を取っていました。こ

ういう立ち位置って、とても貴重だと思いま

す。でもこれも最近、ちょっと怪しいんです。 

というのは、2014 年、安倍さんがイスラエル

に行った時、テルアビブではなくエルサレム

で、イスラエルの国旗を後ろに演説した。当

時、2 人の日本人がイスラム国の人質になって

いました。後藤健二さんと湯川春菜さんです。

それを知っていながら、安倍さんはテロとの戦

いに 10 億円提供しますって言ったんですよ。そ

したらイスラム国は、すぐに 2 人の命を奪いま

した。私はあのテロとの戦いに 10 億ドルってい

う言葉が 2 人の命を奪ったと思っています。 

日本だけでは無理だと思うけれど、いくつか

の国々と力を合わせて仲裁役を買ってほしいと

本当に心から思うんですよね。だって日本はヨ

ーロッパ諸国と違って中東を植民地支配したこ

とがないんですね。 

為政者はデモを恐れている 

国際的な力が働かなければと思います。そし

て、世界中で平和を願う人々がデモを、スタン

ディングを、すべきです。東京で、冷たいアス

ファルトの上に寝転がるっていうことが始まり

ました。「デモなんかやったって」って右翼の

人たちは言うけども、そんなことない。為政者

はデモを恐れているから「デモなんかやったっ

て駄目だよ」って言わせるんです、「効く」っ

てことの裏返しなんです。この国が変なことに

なっていかないように、私達、死ぬまで頑張ら

なきゃいけない。やっていきましょうね。 



 

攻め込まれない政治、外交のちからをこそ 

「９条なんて掲げていたら、ウクライナみた

いなことになってしまう」っていう人たちいる

じゃないですか。全然違います。 

私達、ここで確認しておきましょう。９条を

持っているから攻め込まれるんじゃない。9 条

は何があっても、他国に攻め込んだりしません

っていう、誓いでしょ。国連憲章に書いてある

ことそのまま書いただけですよ。それで、国連

に入ってる人たちはみんな国連憲章を順守しま

す、って言っる。言ってるのに守ってない国が

いっぱいあるけどね。 

ウクライナ見ていて思った。攻め込まれたら

もうおしまいなんです。だから、９条を国是と

して掲げるのであれば、攻め込まれないような

政治をすべきなんですよね。自衛隊をどうする

かは別として、攻め込まれないような政治をす

べきなんです。だから、９条を掲げる。外務省

に予算をつけて、人員を配置したっていい。そ

して紛争が起きたら、すぐに日本が何かしてい

る。汗かいているというところを見せて、日本

という国がこの世界になくてはならないと思っ

てもらえば、それが一番の安全保障になるわけ

ですよ。 

でも、外務省は全然そういう組織ではありま

せん。30 年くらい前に大きな組織改編があっ

て、今外務省で一番権力を持っている部署は、

日米安保条約を担当する部署だとう、とんでも

ない組織になってしまっています。日米安保条

約、さらにもっと重要なのは地位協定だ、その

地位協定を率先して守ることを日本の外務省が

始めた。官僚の権力の源泉になってしまってい

る。それがこの情けない日本の形です。 

 

私たちは負け込んでなんかいません 

私達ずっと負け込んでるように思うかもしれ

ないけど、そんなことはない。これやったから

起きていないでしょって証明するって難しいで

すよ。私達不満分子の根が絶えないからここま

でで収まっているということは、実はいっぱい

あるんです。それって保険の考え方です。病気

になって、派手な外科手術とかで命拾いしてす

ごい、じゃない。日々の努力によって疾病から

免れているっていうのは、目に見えない。だけ

ど、私達はその目に見えない社会基盤を作って

るんですよ。うるさくうるさく言うことをして

スタンディングしたりデモしたりすること、こ

うやって集まること。それが効いているから、

ここまでで止めているんです。だから、大きな

声で改憲なんかとんでもないと言いましょう。

そして私達の務めを果たしたいと思う。 

団塊世代がやるべきこと 

私達、戦後の団塊世代が多くて、「戦中生ま

れ」と言っても小さな赤ちゃんだったりする。

でも、直接の記憶や経験はなくても、上の世代

からたくさん話を聞くことができた世代ではあ

ります。私達はウクライナやガザのことがあっ

たりしたら、それと照らし合わせて、いったん

戦争になったらこういうことですよと若い人た

ちに、話すことはできる。 

今日の配り物の中に、いかに日本の教育予算

が少ないかっていうグラフがある。子どもたち

の間にお金による格差がどんどんついてくる。

ところが敗戦から 10 年間の日本の教育予算の、

GDP その頃は GNP に占める割合は、何と世界

一だったんです。焼け野原の中で日本は、教育

と子どもたちのためにお金を使ったとても立派

な国でした。そのときの教育平和教育を受けた

のが私達なんですね。だから、９条を守ってい

かなきゃいけないんですよ、私たちは。死ぬま

で頑張りましょう。 

 

（「九条の会・おおさか」事務局で 

お話の概要をまとめました） 

 



枚方市「エントツ山９条の会」 

私達の地域には、旧陸軍の弾薬製造所の高さ

約 20m・直径 2m の煙突が残っています。町内

の建物の間から見通すことができます。名前

は、そこに由来しております。毎月ニュースを

作り、それを使った宣伝活動を 8 年間続けてい

ます。毎月 9 日にスーパー内で宣伝活動を続け

てきています。 

ニュースは、毎月最後の月曜日夕方に事務局

員 8 名が集まり、原稿を手分けします。原稿締

め切りは翌月の 4 日です。事務局会議終了後、1

時間も経たないうちに FAXで届く場合もありま

す。締め切り後の編集が大変でした。皆さんの

思いが詰まった原稿は長文となり、収まりませ

ん。私が編集を担当するようになったのは、昨

年 2 月からですが、初めのうちは、身を削る思

いで修正しました。最近は、投稿者の皆さん、

字数がすっきりして、収まるようになりまし

た。 

1200 部印刷して、10 人ほどで配っていま

す。地域内にスーパーは 4 店舗ありますが、2

ヶ所で交互に宣伝を行っています。一時間ほど

の宣伝で約 100 部。残りは手分けして地域に配

っています。 

宣伝していますと、3 年ぐらい前までは、

「攻められたらどうすんねん」とよく攻撃され

ました。最近、特にロシアのウクライナ侵略の

後、そのようなことはなくなりました。 

昨年 3 月に、同志社大学の教授を招いて、学

習会を開きましたが、そこで「原発 50 基もある

日本が攻撃を受けたらもう終わりです」という

先生の明快な指摘が私達の大きな確信となり、

宣伝の力となっています。 

この確信と憲法 9 条が果たしている役割を広

げていきたいと思います。そして、ロシアのウ

クライナ侵略、ガザを一刻も早く終われ終わら

せることができるよう力を尽くしたいと思いま

す。また、昨年末に岸田内閣が閣議決定した安

保 3 文書の撤回を目指します。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 
雨の日も風の日も毎月9日にパレード   
１８年で連続２１５回に・・・ 継続は力     大阪・中央区九条の会  
 

「大阪・中央区九条の会」について  

 

「大阪・中央区九条の会」が発足したのは、

２００５年１１月９日でした。前年中央で九条

の会が結成されたのを機会に中央区でも結成し

ょうと準備会を重ね、当初９名の目標で医師、

弁護士、司法書士、税理士、弁理士、文化人な

ど区内の著名な方々に呼びかけ人のお願いにあ

がったところ、９名の目標を超えて倍数の１８

名の方々に就任していただけることになりまし

た。同じなら発足日も９条に因んで１１月９日

に発足することになったものです。  

当日の記念講演はデザイナーの森南海子さん

で「千人針を再び繰り返さないように」と反

戦・平和への思いを語っていただきました。以

来２～３か月に一回程度のペースで事務局会議

を開催。毎年秋に２００人程度の規模の講演会

を開催してきています。最大の参加者となった



のは九条の会呼びかけ人の小田実さんの時で

280名でした。  

その後、司法書士九条の会と共催で講演会を

開いたり交流を続けてきましたが 、６年ほど前

からは、商社・市民９条の会や税理士9条の会と

も交流。現在では「4者9条の会合同事務局会

議」を開くまでに交流が発展し、9月30日には

合同講演会として東京大学の鈴木宣弘教授をお

招きして「世界で最初に飢えるのは日本」と題

して食料安保に関するお話をしていただき、

205名の参加者となりました。 

  

「9の日市民パレード」について 

  

中央区九条の会発足後、日常活動を如何に進

めていこうかと検討を進めている時、「来年

（２００６年）の１月９日から毎月『９の日』

の正午に中之島公園に集まって御堂筋でランチ

タイムパレードをしよう」と辻公雄弁護士から

突然の提案がありました。市役所や裁判所の職

員の皆さんや淀屋橋・北浜周辺で働いておられ

る皆さんに気軽に参加してもらえるように「デ

モ」ではなく「パレード」を３０分ぐらいのコ

ースでやろうというものでした。自由法曹団や

民主法律協会の弁護士さんも裁判所への行き帰

りに参加してもらえる可能性も・・・と取り合

えず一歩足を踏み出しました。  

その時は５０回ぐらい続ければ情勢も大きく

変わっていくだろう・・と思っておりました

が、なんのその情勢はますます厳しくなって結

局１８年間、先日の１１月９日で２１５回目の

パレードとなりました。眞に継続は力なりで

す。（現在は毎月９日の正午、中之島公会堂前

の駅前広場に集合。駅前第二ビルまでパレー

ド） 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

堺「茶山台九条の会」～１小学校区の「小さな九条の会」のよさ 

泉北ニュータウンをむすぶ平和の網の目 
 

このところ心身の不調つづきたり ウクライナ・ガザのこども思えば 

罪のなき赤ん坊への爆撃を 止められぬ世に心の重し 

 

泉北 NT の一番小さな小学校区で 

  

茶山台九条の会は、泉北ニュータウンの１番小

さな小学校区の九条の会。2007 年に賛同者８３

名で発足、今年１７年目、賛同者は 280 名とな

り、世話人６名で運営しています。会費の徴収は

なく、運営資金はバザーを行って調達しています。 

年 1 回「平和のつどい」を開催。楽しい文化行

事と講演を行います。今年は、マジックショーと、 

堺共同センターの阪口香月さんの講演。茶山台地

域全戸に案内ビラ 3500部を配布し、その中で、 

まったく見知らぬ新しい自主的な参加や賛同署

名があり大きな収穫です。 

時折 小集会をし、ニュースは年３回、現在 77

号発行、200 部配布しています。バザーは、手作

りのアクセサリー類の無償提供があり好評です。

茶山台九条特製の一筆箋もあります。バザーはい

つも楽しく、今年は小学 5 年生がかわいい店員に

なり、「夏休みで一番楽しかった」とうれしい声

が聞かれました。 

 小さな九条の会ですが、地域の方々が「茶山台



に九条の会があり、平和について運動したり戦争

反対を訴えたりして大事なことをしている」と評

価してくださったり、道で出会ったら戦争や政治

の話が日常会話のように相手から自然に出てく

るという風になってきつつあります。 

小森陽一さんが言われた「小学校区の小さな九

条の会の良さ」を大切にしていくことが運動の力

になると、コツコツと歩み続けています。 

 

一足はやく誕生した「泉北 NT 平和ネットワーク」 

 

「九条の会」が発足する１年前の 2003 年、イ

ラク戦争に戦争反対の声を上げなければと、「泉

北ニュータウン平和ネットワーク」が結成され

ました。太平洋戦争開戦の８の日にこだわって

毎月平和宣伝。イラク戦争勃発の３月には毎年

平和パレードや駅前スタンディングをし、とも

に２０年になります。  

新聞折込ビラで 100 人前後の参加があり、平

和への思いが根付いてきていると感じます。  

「憲法のはなしシリーズ」として講演会や映

画会も実施。今年６２回目は西谷文和さんの講

演「ウクライナ情勢～世界の行方と私たちの生

活」に 65 名が参加。ウクライナ報告から、国内

政治、万博・カジノまで幅広く学習しました。 

 

「日本の青空実行委員会」も 

 

ほかにも「日本の青空実行委員会」は、映画

やコンサートなど大きな取り組みを諸団体で実

行委員会を組んで実施しています。 

 

１１の「九条の会」が手を結びあい 

 

 泉北 NT には、小学校区単位の「九条の会」が

11。休業状態のところもありますが、「九条の会

連絡会」で互いに活動を交流したり、高校前や駅

前宣伝を全体でとりくんでいます。 

そうしたとりくみのたびに、茶山台九条の会の

つながりが、強い力を発揮していることを実感し

ています。身近な人々とのかかわりを大事にして

いくことが平和を守る上で一番大切だと思って

います。（池田香代子さんの言葉に呼応して）死

ぬまで頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 


